
日
頃
か
ら
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
に
は
、

本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
校
長
と
し
て
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
ト
ル
コ
共
和
国
へ
の
生
徒
海
外
派
遣

研
修
や
、
農
業
科
生
徒
代
表
の
全
国
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）
へ
の
参
加
な
ど
、
こ
れ
ま

で
本
校
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
行
事
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
３
月
９
日
か
ら
12
日
に
か

け
て
実
施
し
た
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
・
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
職
業
技
術
ア
ナ
ト
リ
ア
高
等
学
校
と
の

交
流
事
業
で
は
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
御
支
援

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
宿
泊
施

設
の
皆
様
、
観
光
ガ
イ
ド
の
菊
地
ひ
と
み
様
、
小
・
中

学
校
の
校
長
先
生
方
、
さ
ら
に
は
三
宅
村
企
業
課
の

御
協
力
に
よ
る
バ
ス
の
手
配
な
ど
、
多
大
な
る
御
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ル
コ
共
和
国
の
先
生
方
か
ら

も
、
「
大
変
す
ば
ら
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
三
宅

島
の
皆
様
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。今
後
も
、オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
の
継
続
や
、
三
宅
島
か
ら
の
ト
ル
コ
訪
問
の

実
現
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
は
、
本
校
は
創
立
77
周
年
を
迎
え

ま
す
。
文
献
に
よ
る
と
、
学
校
設
立
当
初
に
は
「
島
の

中
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
高
等
学
校
卒

業
ま
で
三
宅
島
で
学
ば
せ
た
い
」
と
い
う
島
民
の
皆
様

の
強
い
願
い
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
精
神
を
大

切
に
し
、
「
温
故
知
新
」
の
理
念
の
も
と
、
本
校
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
校

の
使
命
は
、
「
島
の
宝
」
で
あ
る
生
徒
た
ち
を
育
て
、
社

会
に
出
て
自
信
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出

す
る
こ
と
で
す
。
今
後
と
も
、
本
校
へ
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長

大
坂 

操

令
和
７
年
度
を
迎
え
て

希望の大路
東京都立三宅高等学校 学校だより

生徒数
男子１２名
女子 １１名
計 23名

令和７年７月発行 第１号
東京都立三宅高等学校
〒100－1211
三宅村坪田4586

04994‐6‐1136



令
和
６
年
度

第
74
回
卒
業
式

令
和
７
年
３
月
１
日(

土)

、

本
校
体
育
館
に
て
卒
業
式
が

行
わ
れ
、
農
業
科
５
名
、
普
通

科
４
名
、
計
９
名
の
生
徒
が
無

事
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
生
全
員
か
ら
、
保
護
者

へ
の
感
謝
や
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
た
意
気
込
み
が
語
ら
れ
、

逞
し
く
成
長
し
た
姿
は
立
派

な
も
の
で
し
た
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
舞
台
で
の
活
躍
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

4
月
８
日
（
火
） 

、大
晴
天
の

下
、
第
77
回
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
、「
挑

戦
は
、
成
長
の
第
一
歩
」
と
の
新

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
紹
介
し
、3
年
後

の
卒
業
の
時
に
「
三
宅
高
校
で

学
べ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
も
っ
て
主
体
的
に
行
動
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

９
名
の
新
入
生
を
代
表
し
て
寺

澤
さ
ん
が
、
「
不
安
も
あ
る
が
、

家
族
・
地
域
の
方
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
精
一
杯
、努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。在
校

生
代
表
は
歓
迎
の
言
葉
で
「
高

校
の
勉
強
は
わ
か
ら
な
く
て
も

諦
め
る
な
。
わ
か
る
ま
で
、最
後

ま
で
や
る
こ
と
が
大
切
。3
年

間
を
全
力
で
楽
し
も
う
。不
安

な
時
に
は
相
談
し
、学
校
生
活

を
一
緒
に
よ
く
し
て
い
こ
う
。」

と
励
ま
し
、
新
入
生
一
同
、素
敵

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

第
77
回
入
学
式

卒業生集合写真

新入生一同

新
入
生
歓
迎
会
・全
校
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

二
年

生
徒
会
役
員

沖
山

莉
桜
奈大盛り上がりのカードゲーム大会

3
月
14
日
（
金
）
の
３
限
・４
限
に
、卒
業

生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、在
校
生
に
対

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
実
施
し
ま
し
た
。あ
ら
か
じ
め
在
校
生

か
ら
募
集
し
た
質
問
を
も
と
に
、卒
業
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
き
ま
し
た
。具
体
的

な
進
路
活
動
と
そ
の
時
期
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
の
仕
方
、島
を
離
れ
て
感
じ
る
こ

と
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。後
半
は
希
望
進
路
別
に
分
か
れ

て
、少
人
数
で
の
さ
ら
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
、貴
重
な
体
験
談
を
伺
い
ま
し
た
。

先
輩
方
の
リ
ア
ル
な
お
話
を
伺
っ
て
、在
校

生
達
は
進
路
活
動
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
具

体
的
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。先

輩
方
に
引
き
続
き
、希
望
進
路
の
実
現
が

で
き
る
よ
う
に
、今
や
れ
る
こ
と
に
集
中
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
５
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

進
路
指
導
部

４
月
９
日
（
水
）
に
、生
徒
会
主
催
で
新
入
生
歓
迎
会
を
行
い

ま
し
た
。新
入
生
の
た
め
に
、生
徒
会
役
員
を
中
心
に
生
徒
達
が

時
間
を
か
け
、準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、委
員
会
・部
活
動
・ク
ラ
ス
・先
生
紹
介
を
し

ま
し
た
。各
団
体
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
、新
入
生
を

楽
し
ま
せ
る
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。部
活
動
紹
介
で
は
、実
際

に
ス
ポ
ー
ツ
の
技
を
披
露
し
、新
入
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

紹
介
の
後
に
は
三
宅
島
の
ク
イ
ズ
を
行
い
、全
校
生
徒
の
仲
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、全
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。今

年
度
は
新
し
く
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
導
入
し
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ

レ
イ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
度
着
任
さ
れ
た
先
生
方
を
含
め
、

全
学
年
を
混
合
さ
せ
、よ
り
親
睦
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。ど

の
グ
ル
ー
プ
も
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会
に
よ
っ
て
新
入
生
が
三
宅
高
校
の
魅
力
や
雰

囲
気
を
知
り
、楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
せ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。新
入
生
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
し
ょ
う

卒業生答辞



（１） 学校評価の観点

「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施

（２） アンケート調査の実施時期・対象・規模

● 12月 全校生徒 対象：23人  
● 12月～１月 保護者全員 対象：19世帯  
● 12月～１月 教職員 対象：33人  
● 12月～１月 地域・住民 対象：全島1,449世帯  

学校評価アンケート集計結果

（３） 主な評価項目
● 学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活
動・部活動、健康・安全、施設・設備、学校行事、家
庭学習時間、ライフワークバランスの推進など

（４） 評価結果の概要（学校及び校長への意見・提言内容）

● 保護者・地域の方については、今回もＱＲコードを併
用して回収するとともに、三宅支庁や三宅村役場の
総務課及び小中学校の教職員にメールでアンケート
回答依頼をかけたことにより回収率が上がった。
（地域の方は62分の30がＱＲコードを利用して回答）
● 生徒の生活指導（身だしなみ、挨拶、マナー等）につ
いては、概ね８割以上の方から肯定的な回答が得ら
れた。

● 生徒アンケートで学習時間が30分未満の生徒が
60％となっていることから、学習習慣が身に付いて
いないことが改めて浮き彫りになった。

学校行事等の詳細については、
本校のホームページへ随時掲載
いたしますのでご確認ください。

図
書
館
の
利
用
に
関
す
る
お
知
ら
せ

一
般
開
放
の
日
時
や
利
用
の
詳
細
に

関
し
ま
し
て
は
本
校
掲
示
板
や
本
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2024

2023

過去2年間の三宅高校における
進路先を紹介いたします。
現在、卒業生たちは様々な分野に
おいて活躍し、夢に向かって挑戦を
続けています。

2023・2024

三宅高校
進路実績

令和６年度学校評価アンケートに、ご協力いただきまして
誠にありがとうございました。以下、集約結果です。

【三宅高校の教育活動の中で、今後特に期待すること】

（５） 評価結果の分析・考察（学校及び校長への意見・提言）
● 学習指導、進路指導、部活動その他、健康・安全指導、いじめ防止、保護者・地域連
携、情報発信については、肯定的な回答が昨年度から上昇しており、保護者の満足
度がうかがえる。

● 保護者や地域との連携については９割を超える保護者が肯定的なのに対して、地域
からは６割ほどにとどまり、２割強の方が「わからない」を選択しており、高校の取組を
さらに地域に伝えていく必要があることが分かった。

● キャリア教育や学習指導の充実については、例年と変わらず割合が高い。今回も８割
強が「三宅高校は、生徒の進路実現に向けた指導体制が整っている」と回答した。

● 島外からの生徒の受け入れに関しては前向きな意見が多かった。
● 少人数制を活かして学力向上を図れる環境作りをするなど特徴のある高校づくりを
期待する声が多かった。

ヴィーナスアカデミー

社会医学技術学院

国際文化理容美容専門学校国分寺校美容科

山手調理専門学校

東京農業大学応用生物科学部醸造学科

淑徳大学地域創生学部地域創生学科

有限会社北村工業

東京電力パワーグリッド株式会社

株式会社梅田モータース

専門

就職

進学

大学

神奈川県立衛生看護専門学校

東京アナウンス学院

板橋中央看護専門学校

日本ウェルネススポーツ専門学校

東洋大学法学部企業法学科

東京情報デザイン専門職大学情報デザイン学部

駒沢女子大学人間総合学群住空間デザイン学類

社会福祉法人　三宅島あじさいの会就職

進学

専門

大学

学校HPのQRはこちら↓

回収：23人
回収：１０世帯
回収：３３人
回収：６２人

回収率：１００％
回収率：５３％
回収率：１００％
回収率：４．3％
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